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優しく強い子に！ 国見発
『サッカーで「人」を育てる』

小嶺忠敏著 ＮＨＫ出版
5月 16日(日)の葉山遠征から読み始めました。
小嶺監督も教師で，島原商業時代に矢上と同じ事を

２つしていたのです。
①チャイム席です。チャイムで授業を始めて，チャイ
ムで授業を終わることです。どんなに途中でもすっぱ
りと止めました。
休み時間は子どもたちにとって大切な時間であり，

時間内に終わらなかったのは私の責任だからです。
子どもたちはチャイム席を守ってくれました。

②朝の会や社会科の時間に新聞記事の切り抜きを持ち
込み，みんなでその内容について考え，学習していた

http://www.minamih.net/ のです。子どもたちも記事を持ってくるようになった
２１・ ５・２０（木）のです。
南ＮＥＷＳｎｏ ２２ Ｎｅｗｓｐａｐｅｒ ｉｎ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ

ＮＩＥ（エヌ・アイ・イーと読む）という実践です。
サッカーでは小嶺監督に限りなくはるか彼方，遠く及びませんが，教師とし

ての実践に共通するところがあったことが嬉しいです。

小嶺監督の言葉才能は褒めて褒めて、徹底的に伸ばす
上掲書 ｐ７１～７２

練習や練習試合の時、守備面は組織で守ることを厳しく指示しますが、攻撃
面では、選手のアイデアとイマジネーションに任せて好き勝手にやらせます。
たとえば、かつて、三浦惇宏や永井篤志はドリブルばかりしていました。大

久保嘉人や松橋章太はスピードが速いけれど、ミスが多かった。すると若いコ
ーチは、「ボールを持ちすぎだ」｢何をやっているんだ。バカヤロウ」と、声
を荒げて立ち上がろうとするのです。でも、私はコーチの膝に手を置いて、「言
うな。あいつには、今言う時じゃない」と諭します。ミスをしなければ、選手
は伸びないからです。
ＦＷは１０回トライして、１回成功すればヒーローです。１回の成功のため

には、決して残りの９回を責めてはいけません。「なんで、失敗するのか」と
責めたら、自分でトライしなくなる。成功した時に、「よしいいぞ。やるじゃ
ないか」とものすごく褒めると、子どもだけでなく、大人でもますますチャレ
ンジし続けるものです。
そうやって、得意なことは徹底的に磨いていきます。
ただし、サボったら厳しく叱る。サッカー部のルールとしての集合時間を守

らない、やるべきことをしないという選手にも厳しいペナルティを科します。

褒める言葉は植物で言えば暖かい太陽光です。矢上の家に３鉢
のアシタバがあります。家の東北の角においてある３鉢で，午前
中の光を浴びるだけの鉢と午前の光と午後の西日も浴びる鉢で
は，西日も浴びる鉢の方が大きく育っています。褒めることの大
切さを実感しています。 写真アシタバ 奥から大・中・小

後書きを読むと，小嶺監督は小説家：大貫哲義氏と旧知の仲と書いています。
大貫氏は１９８２年２月、サッカーマガジンの特集『私のアイデアサッカー』
で，由井三小の矢上とチームを訪れ，練習風景と矢上の指導理念を取材し，４
ページの特集を組んでくれたのです。一部を紹介します。
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